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この編集後記を書いている 7月末は，連日の猛暑で，地域によっては 40℃を越える
という厳しさです．さて，今年度の専門医試験は 8月 30日～9月 1日の日程で行われ
ることとなり，本誌が刊行される頃には試験結果に悲喜こもごもの状態だと思います．
受験された先生にとっては，日々の診療，研究に加え，試験勉強を滞りなく行うため
に，より一層の体調管理が必要だったのではないでしょうか．

9 月号の扉には，福岡市立こども病院の森岡隆人先生から「絵心のない脳神経外科
医」というタイトルで，手術所見の絵を描くことの重要性を教えていただきました．手
術所見の絵をきちんと描くことは，手術の上達に必要であるのみならず，患者への説明
に役立つこと，そのためには「習うより慣れよ」を実践することなど，先生の経験に基
づいた貴重なご意見に感嘆いたしました．吉村紳一会長の下で行われた第 36回日本脳
神経外科コングレスでも，アートとサイエンスとしての手術図がとりあげられ，ベテラ
ンだけではなく多くの若手脳神経外科医の注目を集めていたのが記憶に残っています．
森岡先生と違い，真に絵心のない私にとっては耳の痛いところです．個人的には手術ビ
デオを重要視して，手術直後にビデオ編集して患者家族に説明をすることをモットーに
していますが，患者家族の理解という点では手術所見の絵こそが本質かもしれません．
本号の総説には，佐々木達也先生から「脳深部刺激療法の精度を向上させる工夫と実
践」として，高い手術精度を達成するためには何が必要かを丁寧に解説していただきま
した．そのほかにも研究論文 2編，症例報告 5編など，いずれも読み応えのある論文
が揃っています．渡邊充祥先生からは，マイアミ大学での貴重な留学体験記をご寄稿い
ただきました．
さらに，今月号からは「日常診療に役立つ“頭部外傷”の minimum essence」につい
ての連載が始まります．頭部外傷の治療は，脳神経外科医の誰もが習得しなければなら
ない基本的なものです．しかし，交通事故の減少や高齢者の増加などにより，疾病構造
は異なってきています．また，外傷後の高次脳機能障害など，未解決の問題も多く残っ
ています．本誌の読者が直面するさまざまな問題とその対処についての貴重な情報が得
られると期待しています．
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